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東京匝司千葉日報その他<人生ノート> 

学校法人城西大学理事長　　.

水田宗子の

属をどう乗り切るか｡大蔵大臣たる三喜男の責務であ

⑦る｡

その年､IMF(国際通貨
基金)総会を目指しウィーン

水田は父･水田三善男の国
際政治観を語る｡

｢父は､『日本の戦後循鹿ハ
は､国際社会への復帰と人材育成の基礎作り』と言っていました｡大蔵大臣としても､政調会長としても､外国との交渉が多いだけに､国際社会で尊敬される日本と､日本人であることの蛮要性を身に染みて考えていたと思います｣

1ドル308円の決断後は
もちろん､インフレ抑制や経済立て直し､緊縮予算編成､

そして悪化した国際収支の改善という大仕事を次々と成し遂げた｡その胸中は､自

に飛んだ三善男は､さっそくアメリカのバンク･オブ･アメリカ､ファースト･ナショナル･シティ､チェ-ス･マンハッタンの3行､さらには

を死守する絶対条件を見事にクリアしたのである｡
とはいえ､IMFの条件は

金融引き締めだ｡周囲の抵抗を跳ねのけて､公定歩合引き上げなどの行政指導を行った｡いわば憎まれ役である｡｢株式は暴落するし､恨みの投書は山のように来るし､好んでやるべき仕事ではないと

a)年､佐藤内閣第1次改造で金融引き締め策のため､また出番が回ってくる｡｢自分が引き締め策で国際収支を良くすると､その後で大盤振る舞いしていい子になれるのが田中君であり､福田君だ｣と大臣退任の際にあいさつして皆を笑わせた｡
今日の経済危機に際して､

世界の信頼集めた国際派
伝(蕗のとう)でも書いている｡

1961(昭和36)年､第
2次池田内閣のもとで､所得倍増計画が推進されることとなった｡しかし､これは輸入増大と輸出減退で外貨減少という危機を招く｡この難

アメリカ輸出入銀行総裁にもホテルの個室で直訴して､合計3億3000万㌦を緊急事配した｡そして､この債務の返済に万全を期すためIMF当局から同額の3億3000万㌦の借款予約を取り付けた｡当時､1 2億㌦の外貨保有

つくづく思った｣と本音も漏らした｡しかし､そのかいあって､翌年の82(昭和37)年7月､経常収支は黒字となり､努力は報われた｡
その後､大蔵大臣は田中角

栄氏､福田赴夫氏と受け継がれた｡そしてまた､66へ昭和

その手腕と業績を知る新聞が｢平成の水田急募｣と報じた｡日本経済の礎をつくった｢経済の水田｣は国民の心に準＼残っている｡
さかのぼれば､5(昭和gS)

年､血議院の公職選挙法調査特別委員長としてイギリスの

総選挙を視察した｡そして56(昭和3 1)年､鳩山政権下で難航していた日比賠償交渉を全権委員として推進した.開(昭和g%)年には乗爾アジア視察派遣団長として､イン下のネール首相､インドネシアのスカルノ大統領､ビルマはり･ヌー首相､ベトナムはゴ･ジン･ジェム大統領など各国首脳と会い､｢国際派MrK10　MIZUTA｣は日本の頗となっていく｡
｢千葉県選挙民の方々が地

元のための政策より､日本の立て直しに奔走する父を支え､安心して国政に努めることを可能にしてくださったのです｣｡水田はあらためて感謝している｡
(特別編集委早斎藤柳光)


